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会議  

・代表者会議：年2回開催。実務者会議メンバー   
の機関の管理職や警察、私立保育園一幼稚園  

・実務者会議：月1回開催。被虐待児の情報交換   
や事例検討、代表者会議への提言  

・運営会護：会議の案件や方向性を決め、円滑な   
会議運営を図る  

・個別ケース会議：ケースに関わる関係機関に   

よって開催。月数回  

・啓発活動：機関向け研修年2回、市民向け研修   
年1回、実務者向け研修年1回  
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動とエ夫  

・設置当初：機関の役割の理解を中心に  

・1年目：教育機関の理解を深める  

・保育所の虐待妻件：ケースの検証を定期的に  

・ニーズの把握：みんなで考えていける場に  

・ネットワークの見直しと就学時の引継ぎ  

・マニュアルの作成  

これまで  活動とエ夫～2  

マニュアルの作成  

・平成16年3月作成  

ニーズにあったマニュアル作りのため  

アンケート調査：子どもに関わるすべて対象  

・マニュアルの特徴  

虐待対応担当者の設置  

機関での判断  

通告後の流れ  
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～3  

改訂版マニュアルの作成   

■機関の迷いや課題・前回マニュアルの改善点   

の把握  

・対象16機関：全体回収率8割、4′699件  

マニュアルの特徴  

・通告の判断やタイミング  

→「発見したときのポイント」  

・子どもや親への対応  

→「1日のチェックポイント」  

訪問  

・保健師■助産師の訪問   

・市民病院での取り組み   

・ハイリスク家庭や通報ケース  

・育児支援家庭訪問事業   

・NPOへの委託事業   

・虐待の未然防止に  
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築・体制の強化等を図る。  

実務者会議  関係機関の実務者が集まり、月1匝Ⅰの会議を行う。被虐待児についての情報交換、  

個別の事例検討などを行い、児童虐待防止における機関の役割や援助の方法を検  

証することにより、より有効的な虐待防止のネットワークづくりをめざす。  

枚方市児童虐待問題連絡会議  

代表者会議  実務者会議  

●枚方市子育て支援室   ●枚方市子育て支援室   

（家庭児童相談室）  

●大阪府中央子ども家庭センター  

●大阪府枚方保健所   

枚方市立保健センター   

枚方市障害福祉室   

枚方市教育委員会   

市立枚方市民病院   

大阪府立精神医療センター松心園   

その他…  

（家庭児童相談室）  

●大阪府中央子ども家庭センター  

●大阪府枚方保健所   

枚方市立保健センター   

枚方市障害福祉室   

枚方市教 

市立枚方市民病院   

大阪府立精神医療センター 松心園   

枚方市医師会   

枚方市民生委員児童委員協議会   

枚方警察署   

枚方寝屋川消防組合   

枚方市私立保育連絡協議会   

枚方市私立幼稚園園長合   

弁護士   

その他…  
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気になる児童を見つけた時は、P．●を参考に機関内等で検討してください。  

見守りと経過観察は、どのような状況においても大切で、所属機関の重要な  （2）  見守り  

役割になります。所属がない場合は、ケース会議等を通じて、役割を決めて行くことが必要で  

す。  

見守り・経過観察をおこなっていく中で、今後の指導・援助についての助言が必要  （3）  相談・通告   

と感じた時、あるいは、危険性が高いと思った場合は、枚方市子育て支援室（家庭児童相談室）、  

中央子ども家庭センターに相談をおこなってください。  

相談を受けた枚方市子育て支援室（家庭児童相談室）、中央子ども家庭センターでは、所  

属機関・発見機関に対して、指導・援助への助言をおこないます。  

大きなケガや生命に危険が及J5てと考えられる等、緊急性が高いと判断した場合は、  

中央子ども家庭センターが直らに児童の保護をおこないます。  

相談を受理した機関より、関係機関に対して、情報の提供等の協力を依頼する場合が  （6）  機関連携   

あります。児童虐待問題連絡会議の実務者会議では、情報交換やケースの総合的な把握を行っ  

ていきます。又」定期的に全ケースの管理を行い、各機関の見守り状況を確認します。  

所属機関・発見機関だけでの対応が困難な場合は、関係機関が集まりケース会  （7）  個別ケー   

議を開催します。この時の主な目的は、「危険度やケース概要を共有する」「役割分担を決め支  

援を実施する」ことです。招集については、枚方市子育て支援室（家庭児童相談室）、中央子ど  

も家庭センターに相談して＜ださい。  

《個別ケース会議のポイント》   

・ケースの状況を報告し合い、概要を共有する。   

・緊急度や虐待の重症度を決定する。   

・機関ができる具体的な援助内容を出し合い、役割分担を確認し合う。   

・緊急時の対応と情報を取りまとめる機関等について、決定を行なう。  

ネットワークでの役割分担に基づき支援を実施します。この時に、それぞれの機関  支援の実   （8）  

は、自分の役割分担については責任を持って協力します。また、所属機関・発見機関の役割は  

「危険度の判断」「児童の観察（モニタ」ンク）」「保護者に対する指導及び支援」になります。  
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■ どこに気をつける力＼  

虐待またはそれと疑われるものを発見したとき、通告することに戸惑いがあると思います。以下に⊥  

安全確認を含めた虐待の対応が必要となるもの、Ⅱ．虐待以外の原因によって起こることもあるが虐待  

が疑われるもの、避．虐待という視点を持って気をつけるものについて、通告のポイントとなるような  

項目を挙げています。特に緊急性の高いものは義挙で示していますので、参考にしてください。   

ただし、以下の項目に当てはまっていてもその他の家族の状況を鑑みた結果、虐待であるとは言いき  

れない場合がありますが、疑われる時点で通告機関に調査を委ねてください。  

男助棚筑 貞ら居伊香屈厨でき彦いノ∈（玖 戯や繋君鱈カー看吉名  

＊lSBS（Shaken Baby Syndrome）：「揺さぶり症候群」などとも呼ばれ，乳児が体を激しく揺さぶられ   

ることにより頭蓋内出血と脳の腫脹，眼底出血，その他の外傷をもたらす  

一9－   



過去に虐待の疑われる通告歴がある  

待  
が  保護者への恐怖感や拒否感   

恐怖感を持っている，従順すぎる  

疑  
保護者の前で表情を失う  

わ  

れ  きょうだい間の差別   
衣服や食事に差がある，きょうだいよりも蔑まれる  

る  拒否感がある  

も  

の   家の中がコミでいっぱいである，異臭がする  

者  
の  

代理によるミ土ンヒハウゼン症候群＊3の疑いがある  

様  子どもを病気にさせる，不必要な治療を受けさせる  

子  
必要な支援の拒否   関係機関の家庭訪問を拒否する，健診を受けさせない  

DV（配偶者からの暴力）   保護者が罵声や暴力を受けているところを見ている   

嘘   繰り返し嘘をつ＜，空想的な言動が多い  

過度の甘え   スキンシップが激しい，年齢不相応な幼さなど  

子  
ど  盗み，家出，深夜俳個，喫煙，異性交遊など  

叫  

睡眠障害，体の不調の訴え   
夜中に目が覚める，眠れない，原因不明の体の不調を頻  

虐 待  繁に訴える，保健室に頻繁に訪れる  

の  
視  

精神状態の不安定さ   気分に波がある，落ら着きが無いなど  

点  

で  性的な関心の高さ，逸脱行動   
年齢不相応な性の知識や体験を告白する  

気  不特定多数との性交渉がある  
を  
つ  近隣からの孤立   近隣との付き合いや交流を持らたがらない，拒否する  
け  

る  
保護者に薬物やアルコールの問題があり子どもの養育   

護  に影響している  
者  

の  うつ的，育児ノイ0－ゼなど  

様  

子  攻撃的，衝動的，被害的，未熟，自己中心的など  

子どもを守る人がいない   日常的に子どもを危険から守る人がいない   

＊2 －2SD：標準成長曲線において，身長や体重が標準を極端に下回る出現率の低い値（SD：標準偏差）   

であり．成長を表す目安となる（P．46～47参照）   

＊3 代理によるミュンヒハウゼン症候群：子どもの病気を創作または悪化させて献身的に看病する姿   

を誇示し，周囲の人間関係を操作する  
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（説明）  

虐待問題については、一人で抱え込まず、職場全体で考えていくことが大切です。  目談・報告   （■1、）  

虐待を疑ったら、まず、職場の虐待対応担当者や上司に相談・報告を行います。  

記録票（P．43参照）の形式などを参考に、必要な情報収集を行います。  情報収   （2）  

できるだけ複数で対応し、必ず記録を残すことが大切です。   

※ 記録については次のことに注意してください。  

年月日、時間、虐待の状況について起こった経過を追って記録します。傷などについて  

は、大きさ・色・傷の部位など図などに書いて詳し＜、また、体調の変化、食事の様子な  

ど気になること、保護者がどのように説明したか、子どもがなんと言っているかなどにつ  

いても記録に残しておきます。  

虐待を疑ったら、気になることは記録をとると重要な判断の材料になります。  

市民力＼ら通報があった場合  
l  

l  

l  

l  

l  

l  

市民からの通報の場合、通報者のプライバシーは守られること・行政が責任を持っ：  

：て対応することを伝え、今後の情報提供などの協力をお願いするとともに、勇気ある：  
I 

：通報についてお礼を述べます0また、通報の内容から緊急対応が必要と判断される場：  
：合は、中央子ども家庭センター等と連携し、対応することを通報者に対して伝えます。：  
I 

：夜間などにおいて危機的な状況が見られるときは、最寄りの警察署、あるいはチヤ：  

1 ：ィルドレスキュー110番、中央子ども家庭センター内夜間・休日虐待通告専用電話1 l ■’‾ ■  ’ ■ ‾     ‾ ‾■  ■’‥   ‾ ‾’’          ‾                   l  
：（P48参照）に通報してもらうよう依頼します。  
l  

l  

■ ■■ －■ ■▲■ 一 ■■■● －■ 一 ■ － ■ ■■● ■ ■ ■ － ■ ■■■ － － － －■■■ －■■■ ●■－ － －－ －－ － － － －－ －－ －－－ － － ■■－ － － － － － － － 一 －－ － － －■ ■一一 一 ■■■ － ■■■■■ －■■ ■■● ■■■■ ■ ■ ■■■ －  

保育所（園）・学校園等においては主任保育士・生徒指導担当者など、その他  虐待対応担当者   （3）  

の機関においては児童虐待問題連絡会議実務者会議の構成員などの中から各機関ごとに「虐待  

対応担当者」を配置します。   

※虐待対応担当者には次のような役割があります。   

① 虐待の疑いを持った職員から相談を受ける。  

② 子どもに関する必要な情報収集を行なう。   

③ 管理職に相談・報告を行い、共に担当課および中央子ども家庭センター等の他機関に  

相談を行う際の窓0となる。  

職場において共通理解を図り、対応について協議します。その際、必要な情  （4）  関内会議   

報は共有化しますが、プライバシー保護については充分注意することが必要です。  

保育所（園）・学校園等は担当課に相談します。  

通告・相談後、関係機関と連携して子どもを支援していくことになります。  他機関との連携  （6）  

通告・相談したことについては、担当課へ連絡します。  

見守り・経過観察は継続していきます。  
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小学校・中学校での気づきから支援まで   

学校生活での1日のチェックポイント  

1日の流れの中で気をつけたい、いくつかのチェックポイントをあげました。  

授業中  休み時間  登校・朝礼  放課後  留守家庭児童会室  

体に不自然なあざや、外傷、やけどが  
ありませんか。  
汚れた服を着ていたり、体がいつも汚  
れていませんか。  
笑わなかったり、視線を合わせようと  
しないことはありませんか。  
無表情であったり、落ち着きがなかっ  
たり、逆に、妙にはしやいだり、友人  
をからかったりしていませんか。   

※欠席の時  
欠席の理由ははっきりしていますか。  
保護者からの連絡は、不自然ではあり  
ませんか。  

・わざと逆なでするような言動をとって   
いませんか。  

・教職員の顔色を極端に疑ったり、1妾触   
を避けようとしていませんか。  

・極端に協調性がなかったり、周匪から   
孤立していませんか。  

・ふだんと違い、保健室等に行くなど、   
教室を離れる回数が増えていません   
か。  

・体に不自然なあざや、外傷がありませ   
んか。  

・汚れた服を着ていたり、体がいつも汚  
飢－れていませんか。  

・落ち着きがなかったり、無表情ではあ   
りませんか。  

・提出物を出さなかったり、持ち物を忘   
れたりしていませんか。  

友人と楽しそうに遊んでいますか。周  
囲から孤立したり、無表情であったり   
していませんか。  

児童生徒との話や、友人同士の話の中  
に虐待につながる内容はありません  
か。   

※ 体育の着替えの時  
体に不自然なあざや外傷がありません  
か。  
汚れた服を着ていたり、体がいつも汚  

家に帰ろうとしないことはありません  
か。  
クラブ活動をよく休むようになった  
り、ふだんと違う表情や、行動はあり  
ませんか。  

乱暴な言葉や行動はありませんか。  
不自然なあざなどは見られませんか。  
服装がいつも同じであったりしていま  
せんか。  
おやつをいつもより多く食べることは  
ありませんか。  
友人と楽しそうに遊んでいますか。周  
囲から孤立したり、無表情であったり  
していませんか。  
児童との話や、友人同士の話の中に虐  
待につながる内容はありませんか。  

れていませんか。  

病気が疑われないのに、体の不調を訴えていませんか。  
最近頻繁に入室していませんか。  
児童生徒との話の中に、虐待につながる内容はありませか。  
体重の極端な増減等の不自然な体の変化が見られませんか。  
わざと逆なでするような言動をとっていませんか．  
教職員の顔色を極端に疑ったり、接触を避けようとしていたり、または、  
より接触を求めてはいょせんか。  
附こ不自然なあざや、外傷がありませんか。  

基本的な対応  

（1）担任l人で抱え込むことがないようにします。気づきがあればすぐに管理職・虐待対応担当者等に伝えます。  
（2）虐待の疑いを感じたときから、子どもに関係することを記録に残します。  
（3）子どもに、あざや、外傷、やけどの原因について聞いてみます。  
（4）保護者にも原因について聞いてみます。  
（5）保護者に、子どもの状況を話しながら、保護者が虐待行為について話すきっかけをつかんだり。子育てを  

励まし助言するようにします。  

それぞれのケースで特に注意が必要なこと  
◎緊急性が高く、命にかかわる場合も考えられると感じられる時  

・疑われるときは、素早い対応を心がけます。子育て支援重や子ども家庭センター等へすぐに連絡します。  
◎地域から虐待をしていると連絡があった時  

・子どもの様子を注意深く見ていきます。気になることがあれば、関係機関に連絡をします。  

話がきちんと聞けなかったり、まるで他人事のような態度をとりませんか。  
以前に比べ、落ち着きがなく、すぐにわかるような嘘をついたりしていませんか。  

家出や俳梱等を繰り返すようになっていませんか。  
万引き等の問題行動を繰り返すようになっていませんか。  
性的なことに極端に興味を持ったり極端に嫌うようになっていませんか。  
絵画や作文などに性的関係・接触を暗示させるようなものがみられるようになっていませんか。  
急に性器への関心を見せるようになっていませんか。  
自分の殻に閉じこもるようになっていませんか。  

個別に指導していると  

きや、最近の様子から  

保護者の表情が硬かったり、教職員と日を合わさないなどの変化や不自然さを感じませんか。  
体罰を肯定的にとらえていると感じることはありませんか。  
子どものマイナスの面をよく口にすると感じることはありませんか。  
被害者意醜が強いと感じませんか。  
病気ヤアルコール・薬物への依存があると感じませんか。  
大きな声で怒ったり、暴力行為がありませんか。  
子どもの状態に関して、不自然であったり、内容がいっも違う説明をしていませんか。  
親子関係が不安定であると感じませんか。   

※連絡が取れる場合  
保護者が子どものことでイライラするなど、精神的に不安定であると感じませんか。  
夫婦仲など家族関係に不安があると感じませんか。  
行事などに不参加の場合が多くありませんか。  
連絡や約束をしても、面談を拒むことが多くありませんか。  
※連絡が取れない場合  
電話や家庭訪問をした時、いつも子どもだけで家にいることはありませんか。  

いつも外出している様子はありませんか。  
近隣とのつきあいがなく、孤立している様子はありませんか。   

家庭との連絡、個人  
懇談等の学校行事  

保護者に通告を告げる時  
なぜ通告したのかと聞かれた時は、虐待を疑った時には通告の義務があることを丁寧に説明します。  
子どものことを心西己していることを伝えます。  
保護者との対応の方法については、子育て支援室や子ども家庭センター等と相談します。  

子どもへの対応  

◎子どもから虐待の事実を開いた時   
・子どもから聞く話を否定しないで、「よく話してくれたね」という姿勢で聞きます。   
・子どもが悪いのではないことを伝え、親を否定することを言わないようにします。  

◎子どもから虐待の事実を聞いたが、「言わないで」と口止めされた時  
・子ども（あなた）を守るために、どうしても言わなくてはならない場合もある事を、子どもが納得できるよ  
うに丁寧に説明します。  



保育所（園）・幼稚園での気づきから支援まで 一実践編一   

園での1日のチェックポイント   

1日の流れの中で気をつけたい、いくつかのチェックポイントをあげました。  

全体のょうすで判断し手し■う  

子どもの機嫌が悪いといっても、一時的な  

気持ちの問題であったり、からだの不調であ  

ったりと、理由はいろいろです。親の育児不  

安の程度も、個人によって差があるでしょう。   

日ごろのようすを見ているからこそつかむ  

ことができる小さな変化を見落とさずに情  
報を整理し、総合的に判断することが大切です。  

子どものようす   

食事をとってきたか  
感情表現の仕方  
遊び方が攻撃的ではないか  
衝動的な行勤がないか  

子どものようす   

機嫌はどうか  
表†削まどうか  
ケガややけど、あざはないか  
服装はどうか  
親と別れるときの態度はどうか  

子どものようす   

親が迎えにきたときの態度は  
どうか  

親のようす   

連絡l帳の内容はどうか  

例えば・＝  

・親の姿を見たとたん、緊   
張してそばに寄らない。   
なかなか帰りたがらな   
いで保育士にすがりつ   
く。  

例えば・‥   
連絡帳に「かわい〈ない」   
「いらいらして叩いてしまっ   
た」など、子どもに対して否   
定的なことが書いてある。も   
し〈は何も書かれていない。  

例えば・＝  

・おなかをすかしている様子で元気がない。  
・すぐにカッとして、友だちとトラブルを起こす。  
・いらいらした様子で、物を投げ散らかしたり、乱   
暴に扱う。  

t保育士に引っ付いて離れない。  

例えば‥・  
・ひたいに傷がある。「どうした  
の？」  

と聞くと転んだと言う。  
・親がいるあいだ親と目を合わせな  
いなどオドオドしている。  

親のようす   

表情はどうか  
子どもへの態度はどうか  
子どものほうを見ない  
会話の内容  
服装・身なりはどうか  
遅刻しがちではないか  
連絡なしに子どもを休ませる  

親への対応   

●言葉の真にある観の思いを受容   
しつつ、その日子どもがどんなこ   
とをがんばったかなど、子どもの  
様子を細かく伝え、子どもの成   
を喜ぶ気持ちを挽と共有していく  

●内容が深刻な場合は、主任や   
匪長に相談し、返事は複数の   
視点で検討してからする。  

子どものひたいの傷について、  
保育士が聞〈までふれない、また  

つじつまが合わない理由をいう。  例えば‥・    は  

緊急性のあるときは、できれば早い時間帯  
に（午前中）子育て支援呈へ  

通告・相談を！！  
親への対応   

●傷について、その場で確認でき   
なかった場合は、お迎えのとき   
や連絡欄で必ず確認する。  

●気になる発言もまずは開くこと。   

内容が深刻な場合は、主任や濁長   
に相談し、対応を考えていく。  

●連絡なく子どもが登臨しない場   
合にはすぐに電話をして、事情  

気になることが続くようなら、主任や園長などに相談し、すぐに子育て支援室に連絡しましょう。  

●   




